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甲
州
出
身
の
山
口
素
堂

そ
ど
う

を
と
り
あ
げ
て
そ
の
活
動
の
意
味
を
考
え
る
の
が
、
今
回
の
企
画
で
す
。

素
堂
は
不
忍
池
に
隠
棲
し
、
や
が
て
葛
飾
へ
と
移
住
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
間
に
芭
蕉
と
交
流

し
、
蕉
門
俳
人
で
は
な
い
も
の
の
、
芭
蕉
の
俳
諧
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ

の
実
態
を
、
深
川
と
い
う
土
地
に
照
準
を
さ
だ
め
て
探
っ
て
ゆ
き
た
い
の
で
す
が
、
深
川
で
あ
る

必
然
性
と
と
も
に
そ
の
効
果
を
も
問
題
に
し
ま
す
。
彼
ら
が
興
じ
た
漢
詩
文
的
世
界
が
、
素
堂
ら

を
隅
田
川
近
辺
に
誘
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
芭
蕉
と
素
堂
と
は
両
車
輪
の
ご
と
く
響
き
あ
い
な
が
ら
、
俳
諧
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。『
野
ざ
ら
し
紀
行
』に
お
け
る
素
堂
の
序
文
・
跋
文
ば
つ
ぶ
ん

、
素
堂
の「
蓑
虫
説

み
の
む
し
せ
つ

」に
お
け
る
芭
蕉
の
跋

文
と
応
酬
し
あ
い
な
が
ら
、
彼
ら
は
文
学
的
世
界
を
増
幅
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
の
交
流
か
ら

か
も
し
出
さ
れ
る
魅
力
の
一
端
を
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
回
は
原
資
料
の
展
示
だ
け
で
な
く
、
写
真
や
コ
ピ
ー
も
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
、
問
題
点
を
照
射
し
ま
す
。
よ
り
視
覚
的
で

わ
か
り
や
す
い
文
学
的
世
界
を
演
出
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

そ
ど
う

都留市は、天和2年江戸の大火によって家を焼かれた松尾芭蕉が、約半年間流寓の生活を送り、蕉
風俳句への開眼を果たした地です。
このように、芭蕉と深いかかわりを持つ本市は、全国俳句愛好家にとって芭蕉の心にふれると共

に、俳句を通じた文化の交流の場となることを念願し、都留市ふれあい全国俳句大会を開催します。

11
月
１
日（
月
）〜
12
月
24
日（
金
）（
当
日
の
消
印
有
効
）

所
定
の
投
句
用
紙（
チ
ラ
シ
に
印
刷
・
コ
ピ
ー
可
）ま
た
は
市
販

の
原
稿
用
紙
を
使
用
し
、
未
発
表
作
品（
四
季
雑
詠
）を
楷
書
で
記

入
し
、
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番
号
・
大
会
当
日
出

席
の
有
無
を
明
記
し
、
封
書
で
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

投
句
料
は
３
句
１
組
、
１
、
０
０
０
円
。
何
組
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

投
句
料
は
郵
便
小
為
替
支
払
い
で
、
作
品
に
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

切
手
で
の
支
払
い
は
出
来
ま
せ
ん
。

投
句
者
に
は
、
応
募
作
品
集
を
贈
呈
し
ま
す
。

稲
畑
　
汀
子
　
大
串
　
　
章
　
鍵
和
田
柚
子
　
桂
　
　
信
子
　

金
子
　
兜
太
　
黒
田
　
杏
子
　
廣
瀬
　
直
人
　
深
見
け
ん
二

※
所
定
の
投
句
用
紙
は
、都
留
市
博
物
館「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
」、

文
化
会
館
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。

大
学
生（
大
学
院
生
含
む
）
・
短
大
生
の
方
。
ま
た
は
卒
業
後
２

年
以
内
で
年
齢
が
28
歳
以
下
の
方
。
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

10
月
15
日（
金
）〜
平
成
17
年
２
月
15
日（
火
）

http://w
w
w
.city.tsuru.yam

anashi.jp/haiku/index.htm
l

）

作
品
は「
未
発
表
作
品（
四
季
雑
詠
）」を
日
本
語
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
一
人
５
句
ま
で
と
し
ま
す
。
投
句
料
は
無
料
で
す
。
国

籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

長
谷
川
　
櫂
　
正
木
ゆ
う
子
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11月14日（日）～12月19日（日）
午前9時～午後4時30分（入館は4時まで）
一　般　　　300円（210円）
高・大学生　200円（140円）
小・中学生　100円（ 70円）
（ ）内は20名以上の団体料金
月曜日（月曜日が祝祭日の場合は開館
し翌日休館）・第三火曜日・祝祭日の
翌日
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